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　～　町ぐるみで　子どもを育もう！　～
　皆さんはこれまでに「コミュニティ・スクール」と
いう言葉を、よく聞いたり目にしたりしているかと思
います。ご承知の通り、八峰町の各小・中学校でもコ
ミュニティ・スクールを導入しながら日々の教育活動
を進めております。
　さて皆さん、今さらですが、この「コミュニティ・
スクール」とは、いったいどのようなものなのでしょ
うか？せっかくですので、広報のコラムを活用して
コミュニティ・スクールについて、ちょっと首を突っ
込んでみたいと思います。お付き合いください。
　難しい定義や理論はさておき、このコミュニティ・
スクールの一番のねらいは「学校と地域（もちろん家
庭も）が一緒になって子どもたちを育てていくこと」
にあります。
　その具体的な取組みはいろいろ考えられますが、そ
の前提条件として、まずは学校と地域とがそれぞれお
互いの立場や持ち味、思いや願いを理解し合い、共に
進もうとする方向性を確かめ合うことが大事です。例
えば、地域側の視点として「学校はどのような子ども
を育てようとしているのか。そのために、地域として
何ができるのか」など。　
　一方、学校側の視点では「地域では、子どもの成長
に対してどのような願いを持ち、学校にどのようなこ

とを期待しているのか」などが挙げられると思います。
　そして、これらのことについて率直に話し合い、お
互いの理解を深め合うことはとても重要なことになり
ます。
　さて、その学校と地域（家庭）との話し合いの場と
なる「第１回学校運営協議会」が、５月23日（金）に
ファガスで開催され、14名の学校運営協議会の委員
の皆さんに出席していただきました。
　協議の主な内容は、町内３学校からそれぞれ示され
た、今年度の学校経営方針や重点事項とその具体的な
取組み方法について、意見交換や質疑応答を行いまし
た。
　スペースの関係で詳細は省きますが、各学校から示
された学校経営案や重点事項など（いわば、今年度の
教育設計図です）は、各校のホームページにも掲載さ
れておりますので、皆さんぜひご覧になってみてくだ
さい。学校の意気込みが伝わってきます。
　これからも、学校、地域それぞれが子どもたちに対
して抱いている思いを融合させ、「みんなが協働し、
町ぐるみで
子どもたち
を育てる」
という八峰
町学校運営
協議会の基
本理念に、
また一歩近
づけたらう
れしいこと
ですよね。
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CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

学校運営協議会

午　前

８：５０
大久保岱
（バス停前）

８：５５
岩　子

（バス停前）
岩　子

（生活改善センター）

９：００
大槻野

（集落入口）
水　沢

（バス停前）
下水沢

（バス停前）

９：０５
診療所着

沢目地区・八森地区のバス運行時間

午　後 塙川地区のバス運行時間

町営診療所からのお知らせ町営診療所からのお知らせ
患者さんのご要望により、町営診療所のバスが八森地区を経由することになりましたので、ご利用ください。
～町営診療所のバスが八森地区からも乗車できるようになりました～　　　　　　

■問合せ先　　町営診療所　☎７６－３８１３

☆上記はあくまで予定時刻です。交通事情により時間変動がありますので、あらかじめご了承ください。
☆できるだけ指定の場所から乗降されますよう、ご協力をお願いします。☆帰りは、バス利用者の診察が終了後に運行します。

９：３０
旧東八森
診療所前

９：３５
浜　田

（熊谷酒店前）
上浜田

（浜田コミセン前）
古屋敷

（旧八森小前）

９：４０
お寺前

（松源院入口）
東八森

（東八森郵便局前）
東八森駅前
（家めし和前）

★１回目（大久保岱・岩子・水沢）

１３：１５
大　沢

（集会所前）
外　林

（バス停前）

１３：２０
長坂台

（バス停前）
上石川

（バス停前）
石　川

（バス停前）
下石川

（正伝寺前）

１３：２５
稲子沢

（バス停前）

１３：３０
内荒巻

（センター前）

１３：３５
小手萩

１３：４５
診療所着

★２回目（田中・上高野々）

★２回目（浜田・古屋敷・八森・目名潟） 新しく八森地区の運行が追加されました。

夕凪団地前
（白神温泉入口）

９：４５
磯村・蝦夷倉
（バス停前）

目名潟
（バス停前）

上目名潟
（バス停前）

９：５５
沖ノ台

（バス停前）

１０：１０
診療所着ウトウ坂下

（バス停前）

火曜日・木曜日

火曜日・木曜日（大沢・外林・石川・稲子沢・内荒巻・小手萩）

水曜日・金曜日（大信田・塙・仲村・横内・大沢・上畑谷・畑谷）

８：４５
沼　田

（センター前）
高野々

（バス停前）
岩　子

（生活改善センター）

８：５０
カッチキ台
（松原会館前）

カッチキ台
（旧テニスコート前）

９：００
診療所着

９：３０
田　中

（公民館入口）
田　中

（旧佐藤商店前）
上高野々
（バス停前）

９：４０
診療所着

★１回目（沼田・高野々・カッチキ台）
水曜日・金曜日

１３：２０
大信田

（センター前）

１３：２５
塙

（センター前）

仲　村
（センター前）

横　内
（センター前）

１３：３０
大　沢

（旧畠山商店前）
上畑谷

（上畑谷入口）

１３：３５
畑　谷

（バス停前）

１３：４０
診療所着

令和７年７月


